
















































































































（（　「逃がすものか 爆撃され煙をあげる戦艦（東京市八王 市第七校高一女 、同右（
（（　「必中弾」爆撃される戦艦と爆撃する飛行機（静岡県御殿場校高 男子、同右



































くあがる無敵皇軍の大戦果に、感激の胸を高鳴らせてゐる皆さんの間に、忽ち大人気をまきおこしました。そして元旦の夕刻には、早くも十数点の作品がよせられ、あまりの早さに編集部の先生はびつくりし した。その後、毎日ひきつゞいて皆さんの力作が届き、締切の十五日夕刻までには、力作二千二十三枚の多きにのぼり 樺太や北海道からも沢山応募 れました。
二週間ほどの募集期間に、二千枚を超す作品の応募があり、そのなかには、図画の担任教師が「五十余人の皆さん絵を































トラックに乗っている多数の兵士 聾唖 一 九 四
（（　
































































































































































































































































































































































念の作品」を募集する広告記事は紙面 見 出来ず、 「大東亜戦争一周年記念」のための作品として両校に依頼されたものとも推測できる。
8（では、児童が教室に「さあ二年目も勝ち抜かう」と「ほしがりません勝つまでは」のポスターを貼っている絵柄。こ






































しゃがんでみている二人の児童が かれている。さて 詰められて るものは何であろう 。
第四四半期の掲載状況は、十月と十二月の掲載であり、十一月 は掲載されていない。勿論 その事情は不明。また、








また、 「映画講堂」に関する は、招待し 国民学校への「少國民新聞」からの依頼ではなかったであろうかと、推測
している。
それぞれが「少國民新聞」からの依頼であったと推測する背景は、 「大東亜戦争一周年記念」の作品募集となれば膨大な



















一方、 「戦時下色」の絵柄 掲載数そのものが十 年以来で最も多く、掲載数比でも最大となり、約六六％を占めるに
至った。
その背景には 少國民新聞」の企画による掲載がある。第一四半期における皇軍慰問の大東亜戦争の自由画（二七作
品（
、第三四半期の「海と艦船」当選作品（六作品（と軍人援護ポスター入選作品（四作品（
、第四四半期の大東亜戦争一
周年記念作品（五作品（と「ハワイ・マレー沖海戦」を見ての作品（六作品（を合計すると四八作品になる。これは、戦時下色を絵柄とする作品六一の七八・六九％。
児童の自主的な投稿による作品に見られた 戦時下色」の絵柄は一三作品であり、 「戦時下色」を絵柄とする作品六一の
二一・三一％に過ぎない。
十七年における「戦時下色」の絵柄が十二年以来 最大数となった背景に 「少國民新聞」の企画が背景にあったこと
一三八
を裏付けている。
一方、前年の十六年では、 「図画」の掲載数三〇六作品中四五が「戦時下色」を絵柄としたが、この四五作品のうち二八
作品が「満蒙義勇軍の慰問作品」であり、児童が自発的に投稿した作品ではなく、 「少國民新聞」による企画掲載であった。従って、自主的な投稿作品は、二七八作品であり、そのうち「戦時下色作品」は一七作品となり、掲載率は約六・一二％となる。
この係数を一七年に当てはめてみると、 「図画」の掲載数九三作品中六一が「戦時下色」を絵柄としたが、この六一作品
のうち四八作品は児童が自発的に投稿した作品ではなく 「少國民新聞」による企画掲載であった。従って、自主的な投稿作品は、四五作品であり、そのうち「戦時下色」の絵柄の作品は一三作品となり、掲載率は約二八・八八％となる。
つまり、自主的な投稿作品では、十六 より実数 四作品の減少であったが、掲載率では約六％から約二九％へと大
幅な増加率を示すことになったのであり、その理由は、前年の十二月八日に開戦した「大東亜戦争」の戦果がこの十七年に大々的に報道され その戦果に児童の関心が強く向けられていったからであったと推測できよう。
（二〇一四・一・一四（
